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「デザイ ン理論』36/1997

〈ウ ィ リア ム ・モ リス ・デ ー/没 後100年 記 念 〉

特 別 講 演 多 田 稔/大 谷大学文学部教授

研 究 報 告 水 島 ヒロ ミ/大 阪芸術大学,藪 亨/大 阪芸術大学,藤 田治 彦/京 都工芸

繊維大学,羽 生 清/京 都芸術短期大学,白 石和行/大 阪市立工芸高校,

今井 美 樹/サ ントリー・ミュージァム[天 保山]

研究報告懇談会 司会:宮 島久雄/京 都大学

第38回 意 匠学 会 大 会 は,ヴ ィ ク ト リア朝 を

代 表 す る詩 人 で デ ザ イ ナ ー で もあ った ウ ィ リ

ア ム ・モ リスの没 後100周 年 に あ た っ た。 そ

こで 大 会2日 目に は,モ リス記 念 行事 と して,

モ リス研 究 の 現 状 に関 す る特 別 講 演,芸 術 と

デ ザ イ ンに関 す る モ リスの 生 涯 を 年代1頂に論

じた一 連 の研 究 報 告 そ して 講 演 者 も加 わ って

の研 究 報 告 懇 談 会 が,以 下 の よ うな プ ロ グ ラ

ムに沿 って実 施 され た。

午 前 の 部 に お い て は,ま ず 研 究 報 告1が

『北 フ ラ ン ス とモ リス』 と 題 して 水 島 ヒ ロ ミ

会員 によ って行 わ れ た。 本 報 告 で は,モ リス

に よ る大 陸 へ の旅 行(1854年,55年,59年)

の,中 で もゴ ッ シ ク大 聖 堂 との 関 わ りが 論 じ

られ た。 その 際重 要 と され た 資 料 は,『 オ ッ

クス フ ォ ー ド・ア ン ド ・ケ ンブ リッ ジ ・マ ガ

ジ ン』(1856年 発 刊)の 中 に納 め られ て い る

ロマ ンス,『 知 られ ざ る教 会 の物語』(1月 号)

とエ ッセ イ 『北 フ ラ ンスの 教 会1,ア ミア ン

の影 』(2月 号)で あ る。 そ して,大 聖 堂 が,

中世 主 義 の渦 中 に身 を置 くモ リスの 目 に は一

体 どの よ うに映 って い たか と い うこ とが 報告

され た。

次 い で研 究 報 告2が,『 〈芸 術 の宮 殿 〉 とモ

リス』 と題 して藪 亨 会 員 に よ って行 われ た。

モ リスは,ジ ェイ ン ・バ ー デ ン と結 婚 を約 束

した と き,美 しい住 ま い を 「私 自身 の さ さや

か な 〈芸 術 の宮 殿 〉」 と して 将 来 の 妻 子 の た

め に用意 す る こ とを決 意 し,「 赤 い家 」 の 建

設 に取 り組 む 。 しか も,か ね て よ り装 飾 芸 術

に関 心 を 寄 せ て い た モ リスの芸 術 仲 間 た ち は,

「赤 い家 」 で の喜 ば しい共 同 制 作 を 機 縁 に し

て,良 質 な 家 具 や造 作 の デ ザ イ ン と製 作 を請

け負 う商 会 「モ リス ・マ ー シ ャル ・フ ォー ク

ナ ー商 会 」 を創 設 す るの で あ った。 本 報 告 で

は,こ'う した60年 代 にお け るモ リスの装 飾 芸

術 へ の道 程 が 論 じ られ た。

さ らに研 究 報 告3が,『1870年 代 の モ リス』

と題 して藤 田治 彦 会 員 に よ って行 わ れ た。 本

報 告 で は,70年 代 に お け る モ リス,ジ ェイ ン,

ロセ ッテ ィの三 角 関 係 の進 展,ア イ ス ラ ン ド

旅 行(1871年),モ リス商 会 の 改 組 と単 独 経

営(1875年),東 方 問 題 協 会 へ の 参 加(1876

年),古 建 築 物 保 護協 会 の創 設(1877年),全

国 自由 同盟 へ の参 加(1879年)な ど が論 じ ら

れ た 。 そ して,70年 代 が モ リス に と って あ ら

ゆ る意 味 で テ ンシ ョンが高 ま り,苦 悩 しな が

ら も,ま さ にそ れ らを バ ネ に して,自 己 の人

生 の新 た な段 階 へ と飛 躍 す る時期 で あ った こ

とが 報 告 され た。

次 いで,午 後 の 部 にお い て は,ま ず 特 別 講

演 が,『 ウ ィ リア ム ・モ リス再 考 』 と題 して

大 谷 大 学 文 学 部 の多 田稔 教 授 に よ って 行 わ れ

た。 ヴ ィ ク ト リア朝 の始 ま りか らそ の末 期 の

世 紀 末 に か け て,ヴ ィク トリア朝 の様 々 の様

態 に 強 い か か わ りを もちっ っ 成 長 し,そ の時

代精 神 を体 現 し,っ い に は時 代 を駆 け抜 け て

来 た るべ き世 界 を高 い調 子 で予 言 した ウ ィ リ

ア ム ・モ リスが逝 って か ら今 日ま で,モ リス

研 究 は ま ずJ.W.マ ッ ケ イ ル に よ る 評 伝

『ウ ィ リア ム ・モ リス の生 涯 』(ロ ン グマ ン社,

1901年)に 始 ま り,昨 年 の 没 後100年 を 機 に
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ヴ ィク トリア ・ア ン ド ・ア ル バ ー ト美 術 館 で

開か れ た 『モ リス展』 に至 って い る。 本 講 演

で は,こ う した現 状 を踏 ま え て,モ リス の実

像 に迫 りモ リスの 現代 的意 義 が論 じ られ た。

そ して 小 休 止 の 後 に,研 究 報 告4が,「 苺

泥 棒 一 モ リスの 夢 と現実 』 と題 して羽 生 清

会 員 に よ って 行 わ れ た。50年 代 の油 彩 画 『王

妃 グ ウ ィネ ヴ ィァ』 や 詩 集 『グ ウ ィネ ヴ ィア

の抗 弁 』 か ら,80年 代 の ロ マ ンスを裡 に潜 め

た パ ター ンの数 々,そ して90年 代 の聖 杯 シ リー

ズの タペ ス トリーへ と,モ リスの デ ザ イ ン と

社会 主 義 に は いつ も序 列 な しに集 う円卓 の騎

士 た ち の物 語 が息 づ い て い た。 本 報 告 で は,

理想 に向 か って の 日々努 力 す る こ との うち に

こそ ロマ ン スが花 咲 く と思 い定 あた モ リス が,

それ を布 に染 め て室 内 を飾 り現 実 に夢 を織 り

込 ん で い った こ とが論 じ られ た。

次 いで 研 究報 告5-1が 『モ リス の写 本 と

刊 行 本 にっ いて 一 ケ ル ム ス コ ッ ト ・プ レス

以 前 の書 物 の デザ イ ンー 』 と題 して 白石 和

行 会 員 に よ って行 わ れ た。 本 報 告 で は,ケ ル

ム ス コ ッ ト ・プ レス以 前 の彼 の写 本 と刊 行 本

の制 作 が 取 り上 げ られ,ケ ル ム ス コ ッ ト ・プ

レス にお け る モ リスの 書物 の デ ザ イ ンの源 泉

が写 本 に あ っ た と考 え られ る こ とが報 告 され

た。

さ らに研究報 告5-2が 『ケル ムス コ ッ ト ・

プ レス の書 物 と デ ザ イ ン』 と題 して今 井 美 樹

会 員 に よ って行 わ れ た。 本報 告 で は,モ リス

の晩 年 の仕 事 で あ る ケ ル ム ス コ ッ ト ・プ レス

に つ い て,そ の設 立 の経 緯 と活動 の 内容 が取

り上 げ られ,モ リスが 近 代 書 物 デザ イ ンに及

ぼ した影 響 が ヴ ィク トリア朝 の印刷 状況 を踏

ま え て論 じ られ た。

そ して最 後 に研 究 報 告 懇 談 会 が,宮 島久 雄

副会 長 の 司会 に よ って,特 別 講 演 者 を含 め た

7人 の パ ネ ラー を 囲 ん で行 われ た。 パ ネ ラー

各 自が これ まで モ リス の デ ザ イ ンや 思想 と ど

の様 に係 わ り あ って きた か な どが 話 題 とな っ

たの ち に,会 場 か らの活 発 な質 問 が 相 次 ぎ,

デザ イ ナ ー と して の モ リス に関 す る論 議 が 交

わ さ れ,盛 会 の内 に 「ウ ィ リア ム ・モ リス ・

デ ー」 を終 了 した。
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